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ジネット・ヌヴー

ー伝説のヴァイオリニストー

＂ジネット ・ヌヴー、 それは音になった炎、仄暗〈も脊

白く白然する炎だった。そして今、コクトーのi吾る よ

うに、 その銅像の眼は光とな って われわれを 夭上から

見降ろしてヽヽる

50年前の 1949年 JO月 29I]、今 世紀の最も條

れたヴァイオ リニス トのひとりであるジネ ッ ト・

スヴーは 30歳で飛行機事故により、 Ill:を去った。

この Hを追悼して TAHRAレーペルは、佑jい芸術

的filli1直のある未発表の録秤を収めた CDの リリー

スを企両した。その尖現にあたっては、ヌヴーの

姉であるパ レ夫人の協力をいただいた。心より感

謝の'/J:を-1<したい。 また、 夭折0)芸術家の生のj:i

を伝えてくれる伐重なイン タピュー 2件を掲載し

た。

ヴァーシャ・プルジーホダ、ギラ ・プスタポ、ユー

ディ ・メニュー イン、オシー ・レナルデイ、ゲル

ハル ト・ タシュナーらと共に、 ジネッ ト・ ヌヴー

は20世紀の夭才児の巾にJill辿いな く数えられるだ

ろう。彼女は 1919年 8月 JJ「l、パ リに 5人兄弟

の末っ子として生まれた。労名な作1111家兼オルガ

ニスト、シャルル＝マリー・ヴィ ドールは彼女の

大11'1父にあたる。 ヴァイオ リニストであった団は

ヌヴーのJi,:初のヴァ イオリン教師であった。 レオ

ボール・ ペランIi!!!院コンクールの1立1袋秀i't(1929 

年6JI)、バリ ・コンセルヴァトワールで J坪伐 (1931

年）を受伐した。天才少女は、 ラヴェルの〈ツイガー

ヌ〉の浙奏に よって審究且たちにその才能を認め

られた。
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ヌヴーは リ ヌ ・ タ リ ュエル、ジュ ール • プーシュ が許さなかった）。1糾7年 10n 24、25IIには、ポ

リにヴァ イオリンをや／い、後にカール・フレッシュ ス トンでアメ リカでのデピューを果たし、 ミュン

に師事 (1931-35)、その教えは彼女に大きな彩騨 シュ指揮のニューヨーク ・フィルハーモニ ック父

を与えた。7歳の時にコンセール ・コロンヌと共 押楽l・H(I飢7年 11)11:1、1411)、セルゲイ ・クーセヴィ

演したプル ッフのヴァイオリン協奏11!1第 l番によ ツキー指揮のポストン交押楽団 (1947年 12))23 11) 

り音楽界にデビュー、 .15歳でワルシャワのヴィエ などのもとで公演を行った。アメ リカ の新IJrl、特

ニャフスキ l•I院ヴ ァ イオリン ・ コンクールのグラ にニューヨーカー逹は称代を惜しまなかった。

ンプ リを獲得、 その 180名の候補者の中には、か

のダヴィ ッド・オイス トラフもいた。そして 1930 「ヘラル ドトリ ピューンJ「プラームスはジネ ッ

年代末、 ペルリンで彼女は初めての レコーデイン ト・ヌ ヴーの虜にな ったに述いないと私は確侶し

グを行った。1935年 jJ月 6IIにオイゲン，ヨ ッ ている」（ヴァージル ，ト ンプソン）

フム指揮のペルリン ・フィルハーモニー竹弦楽1,H、 rニューヨーク・サンJ「彼女はま ちがいなく 、

1936年 IO月30「Iにはフランクフル トでウィレム ・ 聴衆を魅{する確実な リズムと 同時に理にかなっ

メンゲルペルクと共演した。 た然情をもnらの音楽の中に吹 き込むことができ

大戦中はシャルル ・ミュンシュ指揮のパ リ音 る、 ―•流のヴ ァ イ オ リ ニストである」（アーヴィ ング

楽院管弦梨団 と 1虻々共演。 1 9•1 3 年 6 月 23 Iこ1には、 コロデイン）

パ リでヘルマン ・アーペントロー トの指揮でペー 「ワール ド・テレグラム」「音楽の知性と詩情と

トーヴェンのヴァ イオリン協奏1111を演奏 した。戦 エネルギー、強烈な個性と感性か ら剖られたパ リ

後、 ヘルマン ・シェルヘンはヌヴーをヴィンター ジェンヌ。舞台の 1こで、黒嬰と長身が1:11象的な少

トゥールに招 き、プラームスのヴァイ オリン協奏 女は、威厳のあるステージマナーで聴衆を魅 fし

1111の公演を行い (1945年 11JI 28 H)、カラヤン指 た」（ロバート・ペイガー）

揮ウ イーン交押楽団とも演奏 した (1946年5))18、 「ザ ・タイムス」「彼女は、 気甜いまでに均衡の

19 1:1と1948年,1JI 17、18I」)。1946年 8月には、ア とれた背楽的滸想と感受性によ って裏うちされた

ピーロー ドのスタジオでプラーム スのヴァイオリ カ強さと 梢然をも って演奏した。その激しくほ と

ン協奏11!1をイサイ・ドプローウ ェン指揮で録音し ばしるような浙奏は、楽器の持つ力のIll!界を試し

た （彼女は前年の 1945年 11)1に、ワルター ・ジュスキ ているかのようだ。彼女は指先まで行楽家であ

ント指揮のフィルハーモニー交郭楽n1とともに、シペリ り、そのiii(奏は真録さと弥い個性が凝縮されてい

ウスの協炎 1 111 全 1111の索11,'I らしいi,i炎をた っ た ·I I で緑~ff ると 1,1)時に、気邸いまでの節1虻をi呆っている。そ

している。ペートーヴェンとチャイ コフスキーの協炎1111 の精神の淀みのなさは、音楽をさらにドラマティ ッ

の収鉗計画があったが、残念ながらそれは残された時1111 クなII寺1/¥Jへと祁 く。そこでは美しく透IYJI文の翡い
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籾細な背色だけではなく、流削 りの弦さばきや心 ラームスのヴァイオリン協奏1111を浙奏した （沿；ぃ

臓の鼓動をかき乱すようなオクターヴ奏法のパッ 技術）Jの録秤がその忘れがたい夜の息いII.Iを記録してく

セージも、 思いのままに操られる。このような刺 れている）。巡命の年である 1949年は、シカゴでの

激的なプラームスのヴァイオリン協奏1111をこの街 オーマンディが指揮する 3つのコンサートから始

で聴いたのは、何シーズンぶりだろうか。若さが まった。6月3日にミュンヘンに戻ったヌヴーは、

みなぎる情熱と巨匠の威厳と抑制とがともに窃り パリ音楽院岱弦楽団と共演、同 19Elにはス トラス

涼うような浙奏を」 （オリン ・ドーンズ） プール音楽祭に出演した。9月2Fl、サラ ・ペル

ナール劇楊で兄のジャンとともにリサイタルを1:fJ

1948年 5月3日、ハンプルクでヌヴーはハンス ・ き、 1行125日、パーデン ・バーデンでハンス ・ロ

シュミッ ト＝イッセルシュテッ ト指揮のもとでプ スバウ トとともにベートーヴェンのヴァ イオ リン

協奏1111を披露した。JO月 12I」

から 15I」まではシペリウスの

ヴァイオリン協奏1111をジョン ・

パルピロー リ指J.11[のハレ箭弦

楽団と共油した。その時の評

論には「彼女は豹のような猛々

しさで浙奏した」と{'l'かれて

いる。JO月20日にパ リで、彼

女の最後となる リサイタルが、

いつもどおり兄ジャンと共に

1:fJかれた。パンフレッ トには

このように杓かれている。「ジ

ネット・ヌヴーのデピューは、

かつての天才児たちの中でも

燦然と輝くものであり、 今

El、われわれフランス音楽界

での第 1人者のひとりに数え

られるのは明らかである。 ま

た、パリでの数々の成功と近

兄のジャン＝ボール・ ヌヴーとと もに 年の悔外での活躍は、彼女の

4
 

さらに磨きのかかりつつある風格と同時に兄ジャ ルル・ミュンシュ氏の指拙でパリn楽院1笠弦楽団

ン・ヌヴーのピアニストとしての才能をも証叫し と浙奏する予定です。

ている。彼女が 1946年 3月に行ったリサイタルを o: あなたのようなソリストとミュンシュ氏のよ

忘れる者はいないだろう 。そして今回の リサイタ うな指揮者の共演とは、まさにアメリカ人がよく

ルで演奏された、魅惑的であると ，；；1時に強烈なプ 言 う 「センセーショナルなII¥来事」です。アメリ

ラームスのソナタは、さらに新しい栄光をそこに 力ではすでに共祇したことがあるのですよね ？

加えるものである。そして特にii'Flすべきことは、 G: そうです。何疫かニューヨーク ・フィルハー

パッハの 〈シャコンヌ〉で彼女が見せた比類ない モニックと共演しましたが、すべてシャルル・ミュ

激情と威厳である」。そして JO月29El、アメリカ ンシュ氏の指Jll!でしたから。

でのツァ ーに111]けてふたりはオルリー空港を飛び o: あなたが私たちから辿く離れている 間に、あ

立っ た。数11'}1/IJ後、飛行機はアゾレス訊島の山に なたは非前に独味あるfr楽的経験をされたことと

激突した。ポクサーのマルセル・セルダンもその 息います。私たちがここでお開きしたいことのひ

便の乗容のひとりであった。 とつは、国の辿いによる1徳衆の好みの辿いについ

流星のごとく l瞬く 間に化,mき、その栄光を約束 てです。私の息い辿いでなければ、アメリカ人の

されていた彼女のキャ リ アはこの悲1~11 的 な事故に ivr奏は一般的に言ってヨーロッパよりもテンポが

より早すぎる終わりを迎えた。わずか30歳のこと 述いのではないですか。

であった。ll月6El、パルピロー リの指揮するハ G : 2回のアメリカ浙奏旅行でフィラデルフィア、

レ笠弦楽団は、ヴェルデイの 〈レクイエム〉を彼 ニューヨーク、ポス トン、ク リーヴランド、ビ ッ

女のために棒げた。聴衆はあえて拍手を控えたと ッパーグ、ミネアポリス、 他にも椋々な都市に行

いう。 きましたが、アメリカについての私の印象は次の

ように言えると 息います。アメリカの聴衆は、以

In re r view 1 (1949.3.5) 前にも附して、演奏家の個性や、作品の解釈や演

奏法に注目するようになってきています。けれど、

o: ヌヴーさん、あなたがここ数力月で、アメ リ 私の個人的な経験では、どこの国の1徳衆も皆、 美

力や甜外1吾lでの演奏旅行で碓々しい凱旋を1成し遂 しいものに対して熱く 15i.l,・ぶするものです。

げたことは};'iiクIIの事実です。またあなたが近々シャ Q: f乍1111家について少し伺いましょう 。世界中を

ルル・ミュンシュと共演することも知られていま まわられて、新しい作1111家や、レパートリーに加

すが、あなた自身のl」から詳しい説明をll似1かせて えたいような作品との出会いはありましたか？

いただけますか? G : 前回のアメリカツ ァーではアメリカの作曲家

G: もちろん、喜んで。確かに、私は 6月3日にシャ の作品を演奏する機会はありませんでした。けれ
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どアメリカの作1111家についてはいろいろと話をllrJ たのヴァイオリンの音を聴いたことがありません。

きましたし、その中のひとりの私が豚敬する、サ G: 確かに、これが私の初めてのエデインバラ斥l

ミュエル ・パーパー氏に会うことができました。 際フ ェステ イヴ ァルです。イギリスやスコットラ

私はフランスや語外国の近代や現代の作品を多く ンドでは何炭も演奏しましたが、このフ ェスティ

iiil奏しますが、その中でもラヴェル、ドピュ・ノシー、 ヴァルには参加したことがありませんでした。111'

ボーランドの作曲家カロル ・シマノフスキ、チェ 年、参加依頼を打診されましたが、あいにく、私

コのヨセフ ・スクの名を挙げておきましょう。 はその頃オース トラリアにいたのです。

o: ヨセフ ・スクの名前が出ましたが、彼につい o: 確かにそれは少しばかり辿いですね。あなた

て少しお話していただけませんか？ はパリ音楽院箭弦楽団と共浙 されたほかにも、お

G: もちろん、さもんで！ ご存知のとおり、ヨセフ・ 兄様のジャン・ヌヴー氏とともに索llj'/らしいソナ

スクは 1874年、クレチョヴィーチェに生ま れたド タの リサイタルをIJHかれています。

ヴォルザークの教え子でした。その」こ、彼はドヴォ G: はい、そのとおりです。

ルザークの娘と結婚しています。その作品にはflili O: そしてフランクのヴァイオ リン・ソナタを演

の影押が色浪く反映されています。 奏されました。

o: それではヨセフ ・スクの作品を聴かせていた G: そうです。セザール・フランクの〈ピアノとヴァ

だけるようあなたにお崩iいするよいタイミングで イオ リンのためのソナタ〉イ・1足1i:1と、ドピュッシー

すね。われわれの聴衆を羽ばせていただけますか？ やフォーレのヴァイオ リン・ソナタも油奏しました。

G: もちろんです。兄ジャン ・ヌヴーと私とで、 0: I徳衆のその 3作品への反応は索Iii'/らしいもの

ョセフ ・スクの 〈ヴァイオ リンと ピアノのための でした。次はジャン ・ヌヴーさんに伺います。妹

4つの小品〉の中の最後の1111、〈ピュルレスク〉を さんとの共蔽はずっと昔からだったのでしょうか。

お聴かせしましょう。 それとも最近からですか。

J: じつは、もう 何年も前からふたりでiり（炎して

In rervi ew2(1949.9. JOJ います。戦争中は外国への演奏旅行ができなかっ

たため、室11、1楽を中心にiii(奏活動をしていたこと

o: それでは、今IITI、このエディンパラ国際フ ェ がき っかけです。イヴ ・ナッ トと共浙する特別な

ステイヴァルヘの参加で熱い判布を巻き起こして コンサート で、私たちがフランクのソナタを演奏

いるジネッ ト・ヌヴーさんにお話を伺います。あ することができたということも首っておかなくて

なたがこのエディンバラで演奏されるのは初めて はなりません。彼は、 甘うまでもなく、ウジェー

ですね。あなたは イギリスでとても人気があり哨 ヌ ・イザイのヴ ァイオ リンとともに、フランクの

名でもあるのに、エデインバラの人間はまだあな ソナタのj:',,大な解釈者です。戦争が終わるとすぐ
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に、私は姉に伴って悔外の演奏旅行に行くように G: 私はもちろん、 一般的にいえば、音楽のすべ

なりました。当11、J楽、ソロ ・リサイタルに限らず、 ての安索、すぺてのメロディの粘盤をなしている

それは途切れることなく 4年間続いています。 クラシック荘楽が好きです。けれど、フランスや

o: ジネッ トさんに伺います。 シベリウスのヴァ その他の同の現代音楽や近代音楽にも非常に桃味

イオリン協奏1111を選んだのはなぜでしょうか？ を持っています。

G: フェステイヴァルの —Hli<者11111 からこの 1111 を演 o: ヴァイオ リニス トとしてのあなたを満足させ

奏してほしいとの依頼があったのです。この作品 るような現代の協奏1111はありますか？

はイギ リスやスコッ トランド、そしてスカンジナ G: 特に強いl')lj,を受けて、私を魅了したのはア

ピア諸国やアメリカでもとてもよく知られている ルチュール ，オネゲルの新しいソナタと、イi名な

1111ですから。私自身もこの1111を演奏することは大 ウィリアム・ウォルトンの索Iii'/らしい協奏1111です。

きな喜びでした。私は、イギリスでこの1111をレコー o: あなたはパリではあまり演奏されませんが、

ディングをしたのですが、その都疫演奏する喜び 何故でしょうか ？

と、また、新しい自分の演奏を発見するという喜 G: 私は次々とアメリカや外国から招かれたため

びもありました。 に、 2年の間、 パリで演奏することができません

o: この作品は ヴァイオリンのために内かれた索 でした。けれど、昨年春には、アメリカから帰っ

Iii'/らしい作品ですし、ヴァイオリニス トにとって てきた時に、シャルル ・ミュンシュ指拙でパリ秤

はその柑湊は非i化に魅力的なものでしょうね。 楽院狩弦楽l卦と共演することができました。ごく

G: そうです。まさにヴァイオ リンのために創ら 最近には、兄とフランスのソ ナタを集めた演奏会

れた美しい作品です。同時に、オーケストレーショ を開きました。また、今疫アメリカに発つ前の 10

ンの部分も・Ill:界中で聴かれるにf/_[するものだと，思 JJ 20 Fl、サル・プレイエルで Ilrnだけリサイタル

います。 を1:Hく予定です。

o: あなたがiii(奏すると、われわれはfle1ll1家にど o: すぐに日程をメモしておきます。それでは、

れほとのものを員っているのかわからなくなるほ またお兄様と一希行のリサイタルですね？

どです。つまり 、あなたの炎のような演奏を聴< G: そうです。演奏予定の1111は、ヘンデル、パッハ、

と、作1111家とiii(奏家の校目がわからなくなるので プラームス、シマノフスキ、そしてラヴェルです。

す。 もし私がヴ ァイオリン協奏1111を作ったとした o: ラヴェルはソナタですか？ それともツイガー

ら、もちろんたいした作品にはならないでしょう ヌですか？

が、あなたにぜひ浙奏していただきたい。ところで、 G: ツイガーヌになると思います。

あなたの好きなヴァイオリン1111は何かと訊ねた< o: あなたが演奏されるツイガーヌをぜひ1徳きた

なってき ました。 いものです。他にはどのような予定がありますか？
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G:JO月末に、私と兄はアメリカに 4カ月間の予

定で滞在します。その後、ヨーロ・ノパに戻り、米

年の夏までヨーロ ッパ中でi演奏 します。それから

南アフ リカヘ行きます。

o: 索Iii'/らしい。楽しみです。ありがとうござい

ました。

（フランス語翻訳 ：五島美穂）

profile 河原融

ジネ,;:,a,t_書ヌヴニ

G;n,tte N, 年 9ヽ (1919-49)

1919年8月 II日、パリの秤楽一家に,rまれたジネ ッ

ト・ヌヴーは、ヴァイオ リンの教師をしていた1吐親

の下で幼くしてヴ ァイオリンを手にし、平くも 7歳

の時にはサル ・ガヴォーでプル ッフのコンチェルト

を弾いて公式のデビューを飾ったという。そして 10

歳にしてジョルジュ ・エネスコにしばらく教えを受

けた後、 30年にはパリ音楽院に入学して、ジャ ック

ティポーの盟友であり 、ヘンリク ・シェリング、 ドゥ

ヴィ ・エル リ、 ジャニーヌ ・アンドラード、 ミシェル・

オークレール、ローラ ・ポペスコ、ミシェル・シュヴァ

ルペ、ク リステ ィアン ・フェラスといった数多の逸

材を有てた名教授ジュール ・プーシュ リのクラスで

学ぶことを許される。 しかもそこでは、 87年前のヴィ

ェニャフスキの前例同様にわずか8ヶ月という短期

1111でその課程を終了して）Ml用を梵かせた。またパ リ

音楽I浣在学中にはナディア ・プーランジェにも就い

て学ぴ、作1111にも手を染めている。31年、ウィーン

でIJflかれた1甚I院コンクールに11',楊するも、この時は

第4位に終わった。 しかしその機会にカール ・フレッ

シュの目にとま ったヌヴーは翌年そのl"I下に）jJIえら

れてベルリンヘ留学。以後 4年間この名教授の下で

-・k"', の研鑽を重ねることになる。そして 35年、 フレ ッ

シュの1歪池で、生涎 100年を氾念してl!Hかれたヴィ

ェニャフスキ ・コンクールに出楊。今炭は1王倒的な

評価を得て第 1位となる (I刈に、第 3位もヌヴーと同

‘t
 

じプーシュリl"I下のアンリ ・テミ アンカ）。この院に彼

女に次いで第 2位甘んじたのは、誰あろう 20世紀を

代表するヴァイオリニストとして大成することにな

るダヴィッ ド・オイストラフだったが、彼も萩宛の

手紙でこの結栄への納得を,'l'き送っているほどの勝

利であった。そしてヌヴーはこの大きな成栄を足場

に国院的なキャ リアを歩み始めることになる。ヌヴー

f袋1勝の糾に接したテイポーはプーシュリ宛に内価 を

発し、 「ヌヴーが何より プーシュリの弟子、 !!IIちフラ

ンコ ＝ベルギー楽派に連なるフランスのヴァイオリ

ニス トであって他の何者でもないはずだ」と、 今と

なっては時代を感じさせる索朴な愛凶心をさらけill

した熱弁をも って甜ったが、皮肉にもヌヴーの才能

に逸早く然狂したのはやはり ドイ ツであった。ハン

プルクでプラームスのコンチェルトを演奏 したのを

始め、 ミュンヘン、そしてペル リンでも大きな成功

を収める。36年にはソヴィエト、北米へも演奏旅行

に招かれてその国際的な名］打は一h刃翡まり、 30年代

後半のペルリン ・フィルハーモニー符弦楽団の定期

演奏会にヌヴーは繰り返しソリストとして登楊。そ

のレコーデイング・アーティストとしての活動もベ

ルリンで始ま った。第二次大戦が始まるとパリに留

まり演奏活動を縮小せざるを得なくなるが、それで

締結、シペリウスの協奏1111を始めとするまとま った

1,¥のスタジオ・レコーデイングが追されることになっ

た。かくしてヌヴーのキャリアは戦後の新しい世界

の対flJfJけと共に大きく mmこうとしていたが、 ,19年、

4度1,1のアメリカ演奏旅行に向けて IQ月20Elにパ リ

で 「お別れコンサート 」 を !~I いた後、パ リ 音楽院でイー

ヴ ・ナ ットに学んでlilll"I下の逸材として知られ42年

以降は妹の専駈伴奏者となって彼女を芸術の深化を

支えた兄のジャン＝ポールと共に機」この人となった 10

月28日、 そのエール ・フランス＂コンソレーション

＂機がポル トガル領アゾレス祁島サ ン・ミゲル1ふの山

服に墜落。兄と共に 30歳でその生柾を終えた。

ハンス~-i.ミッ」ト>,:..1.:;J可セルシ-テ-.'ン，ト

Ham Schmidt -lssemed, (1900-73) 

1900年 5月5Fl、ペルリンのピール醸造所を裳む

家に,ifまれたシュミッ ト＝イッセルシュテットは、幼

い頃、生家に付属するカフ ェ で弾いていた楽—上に魅

せられてヴ ァイオリンを手にしたという。長じては

音楽家を志してベルリン泊j等音楽院に入学。さらに

ペルリン大学ではシュレーカー学長の下で作1111を学

ぴ、モーツ ァル トの初期オペラにおける符弦楽法に

見られるイタリア名楽の影押を論じた1戦士論文で学

く

1
.
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も41年にはポール・パレーの指揮でベートーヴェ 位を取得。大学時代にはベルリン・フィルハーモニー

ンのコンチェル トを浙奏、 43年には自らプーランク 箭弦楽団のゲネプロに滑り込んではアルト ゥール

に委l屈したヴァイオリン・ソナタを作1111家のピアノ ニキシュの笞l核に接したという。大学を卒業後は先

で初演したり している。戦後はロイヤル ・アルパー ずパルメン＝エルバーフ ェルト （現ヴ ッバータール）

ト・ホールでのロンドン ・デピュー公演を皮切 りに のコレペティトゥーアとなって音楽家としての一歩

イギリスヘも繰り返し演奏旅行に訪れ、ヌヴーに注 を蹄み出し、同地で 「ばらの騎：l:」を指揮する機会

Hしたウォルター ・レッグは早辿彼女と専屈契約を を与えられる。ロス トックの歌劇場で第 1カペルマ

8
 ，

 



イスターの地位を得て本格的なキャ リアをスター ト。 ミット＝イッセルシュテッ トはナチ政権下のドイツで、

さらに当時の前衛的舞台芸術の拠，,.'.(のひとつだった ハンプルクやベルリンの前要なポス トを歴任しただ

ダルムシュタッ トのヘ ッセン州立歌/UIJ)J);を経て、35 けでなく l~I 策レコード会社であ っ たテレフンケンで

年にハンプルグ国立歌劇）））；O).i'l'lt/i指揮者とな る。大 のレコード制作なども知られてはいたが、彼にはナ

戦未期にはペルリンのドイツ歌劇楊の音楽監杵に就 チ党への入党歴は無かったし、イギリス軍政当局は、

任し活躍の場を広げたが ｀ ＼ンユミット ＝イッセルシュ シュミッ ト＝イッセルシュテッ トがダルムシュタッ ト

テッ トの名を後世に記憶 させることになったのは、 やハンプルクでヒンデミット、ストラヴィンスキー

彼自身が 「我が炒のオーケス トラ」と呼んだ北Jl_ljド といったナチの l~IIU↓視した作 1111 家 の作品 を積極的に

イツ放送交押楽団の創設と有成という大戦後の深紹 紹介し ていたことも把御していたであろう 。イギリ

であろう 。空桃でペル リンの自宅を失い、戦火を避 スiii.から車の提供を受けたシュミット ＝イッセルシュ

けてハンプルク近郊の村に開棲していた彼をイギリ テットは、早速占領地に、点在するJill/対収容所などを

ス占領軍の情報将校が探しIiiし、新しい放送オ ーケ l'Iら訪れ、 但l状を '"'して、大戦末期に戦線に駆り ii¥

ス トラの廂婆の役を委ねてきたのである。彼,:,身の され捕虜とな っていたドイツ各地のオーケ ス トラの

Int想によると終戦直後の枇乱期に疎l!fl先を占領軍の 奏者逹を新しい放送オーケス トラヘす{i集した。そし

将校に突然訪11:1されて緊張 したとい うが、炎米の諜 て、シュミッ ト＝イッセルシュテッ トは＂ ペル リン ・

報機関の有していたインテリジェンス能力の研さを フィルとウィーン ・フィルを合わせた弦と、 アムス

考えても、それは杞製というべきものであった。シュ テルダム ・コンセル トヘポウ',';'とポス トン神を更に

10 

一段窃めた水準の管’＇を H栢にアンサンプルを短期1/11

に1:1椋に恥じぬところまで鍛え上げ、 7]年に邸齢と

健康上の理111で竹1紺指揮者の地位を辞するまで 26年

間の長期にわた ってこのオーケス トラを率いること

になる。また 55年から 64年の間はス トックホルム ・

フィルハーモニー管弦楽l'tlの首席指揮者をも務めた。

73 年 5 月 28 1」、~\二の故郷とな っ たハンプルクで死去。

北西ぷ4翌放送交響楽団よ現旦じ.t-;;..-(;;J放送交響楽団1
N¥¥1/DR-Sympho11ieorchestM (NDR Si11/011ieorchester 

Hの11b111g)

1956年に北ILYドイツ放送が北ドイツ放送（ハンプ

ルク）と西ドイツ放送 （ケルン）とに分離されたこと

により、 北 ドイツ放送交9附楽団と改称し現在に至っ

ている北匝ドイツ放送交押楽団の前史は、 ドイツII父

戦匝後の 1945年 5月初旬、イギリス占領軍の梢糾将

校ジャック ・ポルノフ少佐がハンプルクの東にあ る

エルプマルシュという 村に疎 1;:1 し ていた •人の元楽

長の下を訪れたことに始まる。当時、イギリ ス軍は

ハンプルクや周辺のニーダーザクセン、シュレスヴィ

ヒ＝ホルシュタイン両州を占領して11/.政を布き、逸

1,1い民生の安定を1」指して活動をしていたが、少佐

はその音楽部l"I の店任者として BBC 交押楽 l~I を範と

した放送オーケス トラの創設を任されており、彼が

新しい放送オーケス トラの指祁を委ねようと探し当

てたのがシュミッ ト＝イッセルシュテットその人で

あった。そして一人は翌月の JO13には最初の会合を

持ち、 1111嬰を入れずに具体的な相談を始める。そし

てその出会いからわずか半年後の ll月 JOI]にはハ

ンプルクのムジークハレ （現ライスハレ）において第

I l~I の定期演奏会がl!fJ かれた。 1 949 年にはシ ュミッ ト

ニイッセルシュテッ トに率いられて早くもドイツ 1歴l内

i¥i(奏旅行を敢行。翌年には最初の1玉l外1,,奏旅行とし

降、同時代惰楽紹介のための企画 「ダス ・ノイエ・ヴェ

ルケ」が創設され、以後、北ドイツ放送交押梨団は

ス トラヴィンスキー、ヘンツ ェ、ノーノ、ツイマー

マン、 リゲティなどの作品 を次々と初浙。J9S,i年 3

月の、ハンス ・ロスバウ ト指揮によるシェーンベル

クの歌劇 「モーゼとアロン」の演奏会形式による初

演は放送交閉喋IJ.Iならではの充実した体制の下での

氾念碑(Iり演奏会とな った。また、 1961年にはソヴィ

エ ト、 1963年にはアメリカヘもシュミット＝イッセル

シュテットに率いられて演奏旅行。1971年にシュミッ

Iヽ:ィッセルシュテッ トが翡齢と健康上の理由で°l"il,'I,'

指揮者の地位を退いた後、北ドイツ放送交閉；楽団は、

モーシェ ・アツモン、クラウス ・テンシュテッ トを

経て、 82年に当時既に 70歳を迎えていたギュンター ・

ヴァントを第 4代の首席指札Ii者 として迎える。ヴァ

ントの厳格な指祁に北ドイツ放送交閉；楽団のf袋れた

演奏能力とiはいモ ラールが相ま って、そのi演奏水準

が裔い評価を勝ち得るのに時間はかからず、ヴァン

トとのレコード制作に よってその名｝打は阿ぴI甜I院(Iり

なものとなった。ヴァントが楽団の¥'I'理部門と のfi

き迩いを生じて 91年に竹席指揮者の地位を辞した後、

てバ リに、さらに 1951年にはエディンパラ音楽祭に その地位はジョン＝エ リオソト ・ガーデイナー、更に

招ll'/Jされイギリスヘという具合に、その実力に相応 ヘルペルト ・プロムシュテッ ト、クリス トフ ・エッ

しい国際的なr.'1'{1lliをも1俊得し、またシュミット ＝ィッ シェンバッハ、更にク リス トフ ・フォン ・ドホナー

セルシュテッ トの広い人脈もあって、フル トヴェン ニヘと実力派によ って引き継がれ、現在は 2011年に

グラーを始め、クナッパーツプッシュ、 E・クライパー、 就任したト マス ・ヘンゲルプロックがその地位にあ

クレンペラー、フ リッチャ イ、それにベームといつ る。なお、2017年の新本拠地エルプ・フィルハーモニー

た允尖した客演指揮者陣との共浙にも忠まれた。シュ のIJfJ楊に合わせて、 NORエルプ ・フィルハーモニー

ミット ＝イッセルシュテッ トは戦前から同時代音楽 竹：弦楽団へと名称変更がなされる予定。

のエキスパートとしても知られていたが、 1951年以
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楽曲について

●プラームス ：ヴァイオリン協奏曲二長調 op.77 

1878年、 45波のときに作1ll1されたプラームス1111!一

のヴァイオ リン協奏1ll1である。長年の辛ヤ「の末によ

うやく交押1111第I番を完成させた 1876年以降、プラー

ムスは．ともすれば1J.11i,J(Iりになりすぎ、 1・1らの音楽

的感情や思想を幼果的に形にする手前で立ち.ti:.まっ

てしまいがちな性1,,1から一気に脱却し、 1880年まで

壮年期の利J作のピークを迎える。それはおもに、プ

ラームスが1・1らの新集(Iり感梢や息想を一,.全に表現す

るための音楽構成上の話法を獲得したことによると

ころが大きい。すなわち、短い動機からなるいくつ

もの）Jせ!JUをメロディ風にJi)いたり、複数の旋litの断

片(Iりな要素をちりばめながら、それらに内在する主

要動機によ って紐ーを図るといっ

た手法である。

このヴァイオリン協奏1111も、そ

うした壮年期の特徴をよく示して

おり、とくに第 1楽1幻の主題構成

などには、第 J交押1111やこの1111の

1)1)年に作1111された第 2父罰111で試

みられた手法が、さらに巧みでこ

なれたかたちで）IIいられ、より 1;1

在でのぴのぴした展1;fjを見せてい

る。 もちろん、ヴァイオリンとい

う旋律楽器による古典(Iりな形式の

協奏1111であることも影押している

だろうが、そうした伸ぴやかさが

14 

父秤1111の作1111によ って培われた独nの音楽;m法に）よ

づく梨1111構成 と休となっているところが、この作

品の人きな特徴があるとともに、この作品をロマン

主義を代表するヴ ァイオリン協炎1111としている大き

な淡因とな っている。また、この協奏1111が、曲性的

に l ••I じ交罰11 1 第 2 番 （ ともに二此~v が作 1111 されたの

と l"i じ、ユーゴスラヴィア l~JJfJ.に近いアルスターiNJ

畔のペルチャ ッハで作1111されたという屈楼的な淡l刈

も1111想に彩押しているだろう。

この1111の成立には、当代き っての名ヴァイオリニス

トであったヨーゼフ ・ヨアヒム (1831-1907)との

交流が深くかかわっていることはよく知られた事実

である。 しかし、たしかに、プラームスは、作1111の

過程のなかでヨアヒムに助甘を求めて手紙をいくつ

も牲き送っているが、それは）↓1本的な助官を求める

よりも、確泌作来であったり、自 身の作1111過程を報

ヨーゼフ ・ヨアヒム

作したりすることのほうが多かった。こうしたとこ

ろにも時に意気ii'i沈 しながらも i'.i身の伯念には頑な

なプラームスの性格の一lfiiが垣11¥J見える。翌年の l

｝」に、ヨアヒムを独奏者に迎えて-IJJi/(されたときも、

技巧(Iりに難しいことで;/)'名な第 1楽卒の 10度音科の

重音奏法の述統部分をはじめ、ヨアヒムは具体的に

改変のアドヴァイスをしているのだが、プラームス

はほとんどそれに従わなかった。とはいえ．布益な

助打を梢しまなかったヨアヒムには感湖の気持ちも

大きかったようで、プラームスはこの作品を、ヨア

ヒムにささげている。

第 1楽章：アレグロ ・ノン ・トロ ッポ ニ長潤 3/4 

ユt
h
 

ソナタ形式。

舒弦楽のif湊を持った古典的なスタイルだが、 ―じ

俎構成に人きな特徴を持つ。第l提示部とも行える

序奏部n頭に提示される筍 1」:，題のあとに、いかに

もプラームスらしいいくつもの断片的な土題的要索

が示されるが、そこでは第 2土題は現れず、第 2主

題は主部に人ってから独奏ヴァイオリンによ って初

めて提示される。

第 2楽圭：アダージョ ヘ長湖 21,1二部形式。

プラームスは、当初これとは別のアダージョ楽

雌とスケルツォ 0)2つの'1'1111染1;1をi¥1¥flliしていたが、

あとになってこのアダージョ楽沼に殺し枠えられた。

プラームスn身 「i/1/々 しいア

ダージョ」といった、内省的

なアダージョ楽咽である。

第3楽章：アレグロ ・ジョコー

ソ • マ ・ノン・トロ ッポ・ヴィ

ヴァーチェ ニ長濶 2/4

ロンド ・ソナタ形式。

作1111時には 「アレグロ ・

ジョコーソ」という指定だけ

だったが、ヨアヒムの 「ジョ

コーソ （陽気に、おどけて）

では難しい」という指摘を受

けて、 「ノン・ トロッポ・ヴィ

ヴァーチ ェ (tki,りすぎず）」

を加えた。ジョコーソという

にふさわしい、ジプシー風の

ロンド主題が特徴的である。

~
ご
l

ヴァイオリン協奏曲第 1楽意、ヴァイオリ ン独奏の提示部
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●プラームス：ヴァイオリ ン・ソナタ第 3番 二短調 作品を作曲するI易合でも、主題構成とそのl1il!りにお

op.108 いて一つの楽器に依{I'することはなく、主題を構成

プラームスは生涯に、 〈.(,の歌〉の副題で知られ するいくつもの淡索が持つ脊色や袢きの.m~~性を展

る第 j番 1、長，U/,1 (作品 i8)、第 2番イ長調 （作品 100)、 I/flする方法を取っているが、ヴァイオリン ・ソナタ

第3番二短ぶ （作品 108)3 1111のヴァイ オリン ・ソナ の場合でも、あえてヴァイオリンに伴炎的な役割も

タを残している。いずれも、交評1111第2番が作1111さ あてることで、)}楽に深い広がりを与えるだけでは

れた後の作品である （第 1番はjjij)J[O)ヴァイオリン協 なく、スケールの大きな展開を可能にしている。

炎1111の次の作品）。プラームスはそれ以前にも、1853 第3番のソナタは、親しい友人の死の彩神なども

年頃にイ短濶のソナタが;1:,かれ、シューマンはその あり、全 2作に比べて諦念の感情が強い作品で、メ

出版を勧めていたが、その出来に油）とせず破菓して ロデイの構成ものちの複雑な展liflに耐えうるように

いる。税在残されている 3Jillは、自身の作1111技法を より技巧的になっている。

確立した、1屈1'-lり1以降の作品ということになる。 第 1楽坦： アレグロ ニ短曲 4/4 '. ノナタ形式。

第3番は、第 2番の完成後 (1886年）1: りもなく作 髪彬と激ti'/、諦念と ii、)省が交互に/;ii!りする、もっ

1111が開始され 1888年に‘必成さ れた晩年の作品。プ とも晩年のプラームスらしい行楽。

ラームスは、父秤1111 り~ ,1 番を完成させた 1 886 年以降、 第2楽豆：アダージョ ニ・長湖 3/8 三部形式。

1887年の 〈ヴァオリンとチェロのための二煎協奏1111〉 l村省的で叙ti'/的な音楽が、ヴァイオリンの G線上

（作品 102)を唯一の例外として,,..,弦楽のための作品 でうたわれるlcjl象的な楽1;,;。

を作1111していていない。逆に言えば、プラームスが 第3楽章： ウン ・ポコ・ プレス ト・エ・センテイメ

詔玄楽のための作品を作1111した時期の方が限られる。 ント ！災へ短潤 3/4 三部形式。

一方で、室11、)楽作品と歌1111は生涯にわた って作1111し 諧湖性よりも袋密でII佑い情惑が支配的なスケル

ている。本質的にプラームスは杢内楽の作1111家なの ツォ形式の楽沼。

である。 第4楽垣； プレス ト・アジタ ート ニ短調 6/8 ロ

プラームスのヴァイオ リン・ソナタの特徴は、数 ンド ・ソナタ形式。

かなメロ デイラ インをいく つも持ちながら、それら ]ii/ 3楽1位のメランコリーな気分を振り払うような

をltdlt梨器であるヴァイリンに過度に依存 させず、 激t,'lが支配的なf¥楽で、ヴ ァイオリンの技巧的な使

ピアノに伴奏楽悩以上の狼災な役割を担わせている Illが1い1立つ。

ことで、それはとくにソナタ楽3位において以i,l¥'であ （江森一夫）

る。これは、協奏1111において独奏楽器が行弦楽と 1;;1

等の存(1'感をイiしていることと '"'じ手法に基づいて

いる。，1」．．年）りJ以降のプラ ームスは、どの ジャンルの
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